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特定非営利活動法人り・らいふ研究会 

１３年度シンポジウムのご案内 
１ テーマ 

 「住宅都市東京の防災まちづくり」 
―今すぐできること・これから取り組むべきこと－ 

 

２ 概要 

 大都市東京は、いうまでもなくわが国における政治・経済・文化・教育等あらゆる分野において中心的

機能を有している。そして忘れてならないのは、１３００万人以上の人々が暮らすまちは、同時に「住宅

都市」の側面を持つ。 

現代において、阪神淡路大震災や東日本大震災等を経験した私たちは、今、来るべき首都直下地震への

対策を迫られている。しかしながら、その対策について、私たちは闇雲に網羅的に議論しているように思

えることもある。り・らいふ研究会は、ここで立ち止まって、今すぐにできることと、中長期的に取り組

んで行かなければならないことを、整理して考える機会を持ちたいと思った。 

今年度シンポジウムは、自治体防災対策研究の権威及び新進気鋭の研究者、防災とまちづくりの豊富な

経験を有する行政関係者を中心に議論を繰り広げたいと希っている。 

 

３ 構成及び発言者 

  基調講演 中林一樹氏（明治大学特任教授・東京都防災会議地震部会副部会長）  

パネルディスカッション（会場との質疑応答を含む）        

コーディネーター 森反 章夫（東京経済大学教授）     

パネラー     中林一樹氏 

森下尚次氏（前世田谷区副区長・元東京都都市づくり政策部長） 

佐藤伸朗氏（東京都防災都市づくり担当部長） 

藤賀雅人氏（目白大学専任講師） 

 

４ 開催日時 

  ２０１３年１１月２３日（土・勤労感謝の日） 

  １４：００～１７：３０ 

 

５ 会 場 

  旭化成ファミリーホール（協力：旭化成不動産レジデンス㈱） 

西新宿１－２４－１ エステック情報ビル９F 

 

６ 資料代 

 一般：１０００円  会員・学生：５００円  賛助会員：無料 

 

７ 参加申込み 

参加を希望される方は、次の申込書により、１１月２１日（木）までに

「り・らいふ研究会事務局」までお申込みお願いします。なお、参加費は

当日お支払いください。お申し込みは、必要事項明記であれば様式は自由です。また、終了後に懇親会

（会費3000円程度）の開催を予定していますので、こちらも是非ご参加ください。お問い合わせ、お

申込みは、Ｅ－mail relife@relife.or.jp まで 

 



 

シンポジウム発言者等のプロフィール 
 

中林一樹氏 

1947年生まれ 明治大学特任教授 工学博士 東京都防災会議地震部会専門委員（副部会長） 
東京都立大学工学研究科（建築学専攻）退学後、同理学部地理学科助手、1976年の酒田大火をきっかけに
都市防災・復興研究を始める。 理学部助教授を経て1993年都立大学都市研究センター教授、 
【主な著書等】 

『巨大地震と大東京圏』(共著、日本評論社)   『大都市社会のリストラクチャリング』(共著、日本評論社) 
『変容する高齢者像』(共編著、日本評論社)  『イスラム都市の変容』（共著、古今書院）           
『安全と再生の都市づくり』（共著、学芸出版社） 『大都市と直下の地震』（共編著、都市研究所）  
 >>詳細 【執筆論文】 1996年～2001年分 2002年度分 社会貢献活動等  
【学会活動】 
都市計画学会理事、 

 

森反章夫氏 

1952年鳥取県生まれ 東京大学大学院社会学研究科満期退学 現在 東京経済大学現代法学部教授：東京

経済大学災害復興研究所所長：特定非営利活動法人り・らいふ研究会理事 

【主な著書等】 

『越境する都市とガバナンス』（共著）法政大学出版会 『都市化する力』（共著）三交社 

『現代社会と協働のまちづくり』(まちづくりの百科事典) 丸善 

『提言 仮設市街地』（共著）学芸出版社 

◆密集市街地のまちづくりは、これまで、ともすればハードに関する技術論及び経済状況に関することに終

始してきた。しかし、まちには現に生きている人々がいる。その人たちの生活と心情に即したまちづくり

の実践には、技術論と経済論のみでは絶対的に不足である。もっと広範な英知の結集が不可欠であるが、

その方途があるのか。 

 

森下尚治氏 
1947年生まれ  東京大学工学部都市工学科卒 現在三菱地所株式会社 顧問 

1972東京都庁、再開発事業を担当。1978墨田区役所、計画段階からの住民参加方式で京島地区の住環境 

整備事業に取り組む。1986新宿区役所、百人町で木造密集地域からの建研跡地への集団移転、避難場所整 

備に取り組む。2002東京都都市計画局都市づくり政策部長、東京の都市再生の諸計画に携わる。 

2007世田谷区副区長、密集市街地の道路整備の難しさを感じつつ、まちづくりに携わる。 

 

佐藤伸朗氏 
1959 年北海道生まれ 東京大学工学部都市工学科卒 東京都都市整備局防災都市づくり担当部長、技術士（都

市及び地方計画） 

葛飾区立石･四つ木･鉄道立体担当課長、東京都都市整備局区画整理課長、首都高速道路㈱計画･環境部担当部長、 

東京都都市整備局企画担当部長などを経て現職 

 ◆東京都では首都直下型地震の切迫性を踏まえ、「木密地域不燃化１０年プロジェクト」に取り組んでいます。 

  木密地域の防災性を高めるための方策について、ぜひ、皆様のご助言をお願いいたします。 

 

藤賀雅人氏 

1985年広島県生まれ 目白大学社会学部専任講師 学術博士 

明治大学理工学研究科（新領域創造専攻）修了、明治大学理工学部建築学科助手を経て現職 

特定非営利活動法人向島学会理事,事務局長ほか 

専門は建築・都市計画、都市計画史、防災まちづくり 

◆防災まちづくりはハードとソフトのバランスが重要です。東日本大震災以降、このバランスはどう変わり、

また、変わっていないのか。そして、生活レベルに根付く防災のまちづくりの実態と課題はどういったも

のなのか。みなさんと議論できればと思います。 

 


